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取扱説明書 


このたびは本機をお買いホめいただをましてまことにありがとラございます。 

•ご使用になる前に、必ずこの「取扱説明書」をよくお読みいただき、正しく使用 
してください。 

この「取扱説明書」は、「保証書」と共に大切に保管しておいてください。 

•同個の「アフターサービス登録カード」は必ずご投函ください。 
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田安全のために必ずお守りください 

♦お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ぎ、本機を安全に正しく使用するために. 
必ずお守りいただくことを説明しています。 

♦ここに示した表示は、誤った使いかたをしたときに生じる危害や損喜の程度を次の表示で区分し、説 
明しています。 

A AMOCD^ ] この表示を無視して > 誤った取巧いをすると、人が死こ、重傷を負う盾険、また 

/!\ 化ド巧、 UMIM 口 crw は义災の危険が差し迫って生じることが想定される内容を示して し、 ます。 


: とヒい /\/ 八 D M I rv I 广、、 この表示を無視して、誤った取扱ぃをすると、人び死亡、重傷を負う可能性、ま 
•口、 VV/AniMIIM じノ たは火災の可能性び想定される内容を示しています。 


C ホち户〇 A I ITIOM 、 この表示を無視して、誤ったお巧いをすると、人が傷害を負う可能性や物的損 
/ ェ局、し / "VUI I し MM ノ 喜の発生び想定される內容を示して し、 ます。 


お守りいただく内容を、次の絵表示で区分しています。 


の®爲 ® ® この絵表おは、 r 禁止」されている内宮でず。 

この絵表をは、「ま意」していただく内容です。 

〇を爲 この総表をは、必ずしていただく「指お」内容です。 

♦説明で中の r お願い」 事項は、本機を誤りなく正しくお使いいただくための内容が記載されています。 


この給表示は、「ま意」していただく内容です。 


この絵表示は、必ずしていただく「指示」内容です。 



么筒资 （ DANGER) 


★ガソリン使用禁止 

ガソリンなど揮凳性の高い油は、絶対に使用しないでくださし、。 
か量の混入でを、乂災の原因になります。 




告 （ WARNING) 


★スプレー宙厳禁 

スプレー吿やカセツトこんろ用ボンベなどを、ストーブの前や溫風のあたる所に放置しないで 
くださレ。 

熱でちの圧力び上びり、爆発し、危険です。 


★換気必要 

♦撰気はずに使用しつづけないでください。 

酸素び不足すると、不完全燃焼し、一酸化炭素などび発生して中毒になるおそれびあります。 
また' 乳幼児や呼吸器疾患などのかたは、体調不良になるおそれびあります。 

•使用中は必ず1時間に1〜2回 （1 〜2分)換気して、新销な空気を補給してください。 

参換気する時は、換気扇を使用したり（換気扇を使用する場合は、離れた位置の窓を開けないと 
充分な換気びできない場合びあります。）2力巧！;(上の(風の出入りのある）開口部を設けると 
効率よく換気でをます。 

窓の凍結や、地下室などで換気び充分におこなえない場所では、使巧しないでください。 


★温風吹出口（ルーバー）をふさがない 

ス I -ーブガードなどの囲いに干し 
物を掛けたり、巧類、紙などで温風 
吹出 □ (ルーバー）や燃焼を気取が夕5 
入口（給気フィルター)や温風空気 j (：/ V^=i 
取入口をふさびないでください 。 Sys 
な類、紙などでふさぐと、異常燃焼 
や火ぶや故障の原因になります。 L _ 」 


★寝るとを消乂 


寝るときやか出するとをは、 
必ず义び消えていることを 
確認してください。 

予想しない事故び発をする 
おそれびあ0ます。 


0 



★巧類の乾燥厳禁 

を類などの乾燥には使用しない 
で < ださい。 

を類び乾燥すると、ストーブの 
熱気でゆれて落下して义びつさ、 
乂災の原因にな D ます。 


★可燃性ガス使巧厳禁 


ストーブを使巧している部屋で、 
可燃性ガスび発生するちの（ガ 
ソリン、ベンジン、シンナー） 

や、スプレーを使用しないでく 
ださい。火災や故障の原因にな 
ります。 




© 




使巧禁止 


1 













の安全のために必ずお守りください 


A ミ主意 （ CAUTION ) 


★カーテン、寝具など、可燃物近接禁止 

•カーテン、巧団、毛布などや燃えやすいをののそばでは使用しないでください。火災の原因になります。 
ストーブの前に可燃物を置かないでください。 

ストーブの熱気で着火して、义災のおそれびあります。 

♦可燃物との離隔拒離については、下記 ["★可燃物（木壁、合巧、ふすまなど）との距賺巧潍ず1 の 

_記載内容を参照してください。 

★可燃物（木壁、合板、ふずまなど）との距離を離す I 

♦ストーブか5可燃物との距離は、ち図の指定政上の距離を保つようにして\ 巧^ (1^^ 
ください。 

♦ストーブ上方や前ちの可燃物などとの距離は必ず1 m む上離してください。 

♦上方の棚などからの落下物びないようにしてくだごい。 1 / 

•力ーテンなどび風でゆ5いでもストーブにみれないようにしてください。 

♦家具等か6は巧分な距離を離してください。 - 

熱で変形や変色、自然発义することびあ D ます。 &だ 




脚〇 


ぶイラストは fLC •し 36 A ， L 43 AJ です。 


★給油時消乂 

給油は必ず消火していることを確認して、ストーブの温度び充分下びってから、他に火の気の 
ない巧でおこなってください。 

火災のおそれびあります。 < 


★油漏れ確認 

♦給ミ由□口金は確実に締めてください。給油□□金を下にして、油漏れびないことを確かめてください。 

給ミ由ロロをを斜めに締めたりすると、簡単に給油□口をがはずれて、义災のおそれびあります。 

•油タンクから油び漏れる状態では絶対に使用しないでください。 グ - 

乂災のおそれびあ0ます。 ^ぷ 


★ほこ りの除去 I 吟 

燃焼空気取入□(給気フィルター)や遍風空気取入□は、週1回凹上必ず掃除して ^ _ 

ください。 ffmr ^ 

ごみ、ほこりなどで燃焼空気お入□(給気フィルター)やミ晶風空気取入口がつま 
ると、異常燃焼のおそれびあ D ます。 ^烧空ち取入口 




〇 


(IIW 細欄 入口 


★異常時使用禁止 

におい、すすの発生、がの状態など異雷燃焼を起こしたと定は、使用しないでください。 
緊急の場合でちあわてずに消火器で消火してください。 


★温風に直接あた6ない 


湿風に直接長時間あたった0、ス h —ブの前に長時間い続けないで<ださい。 
低温やけどや脱水症状になるおそれびあります。 

また、温風を直接吸い込まないでください。 

気分び悪くなることびあります。 





女移動•運搬ずるとをのま意 

•ストープを移動するとをは、必ず消火し、ストーブの温度び充分下びつてから油タンクを取り出し、 
傾けないよラに静かに移動してください。 

油び漏れた0、乂災になるおそれびあります。 

参修理-引越しなどでストーブを運搬されるとさは、油タンク、油受けざらの打油を必ず抜いてください。 
運搬の途中に:);」油びこぼれ、周囲を';ちすおそれびあります。 


〇 


★高温部接触禁止 

燃焼中や消火直後は、高温部、温風吹出口(ルーバー)に手など面れないでください。 

やけどのおそれびあ0ます。 

★指や異物を入れない 

温風吹出口 (ルーバー)や燃焼空気取入□(給気フィルター)や温風空気取入□やストーブ内部に 
指や可燃物-針金などの異物を入れないでください。 

けびや火巧のおそれびあります。__ 

女分解修理•改造の禁止 

故障、破損した5、使用しないでください。 

ストーブは絶対に改造して使用しないでください。 

不完全な修理や改造は危険です。 


福® 

巧 ^ ~^ 接軸禁止 

奮。 


面 



分解禁止 




















ま意 （CAUTION) 


女保管時にしていただ<こと 

長期間使巧しないとき、または保管ずるとをは、必ずな油をおいて、電源プラグをコンセントから抜いてください t 
傾けたり、横倒しの状態では保管しないでください。 

火災のおそれびあ。まず。_ 

女電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を加えたり、傷付けたりまねたり、物をのせたり加工しないでください。 

また、電源プラグを抜くときは、コードを持って引さ抜かないでください。 

電源〕ードび破損し' 乂災や感電の原因になります。_ 

女長期間使巧しないときは電源プラグを巧く 

長期間使用しないとさは電源プラグをコンセントから抜いてください。 

火災や予想しない事故の原因となります。 


〇 

指示 

巧 

禁止 

電藏グ 


女電源プラグは確実に差し込む 

麗源プラグはコンセントに根元まで確実に差し达んでください。 

(また、傷んだ電源プラグやゆるんだコンセントは使用しないでください。） 
义災の原因にな D ます。 

森れた手でのおさ差しはしないでください。 

感逗の原因にな。ます。_ 


★電源プラグのお手入れを する 

ときどきは暫源プラグを撒き、ほこり（及び金属物)を除ましてくださし、。 
(ほこりや異物がたまると湿気などで絶縁不良になり）乂災の原因になります。 


★お子様やお年寄りのご使用にミ主意 


お子様やお年寄り、体のご不自由なかたびお使いになる場合は、ストーブの取扱い、部屋の換気、高温部への 
接賴によるやけど、低温やけどや脱水を状などについて周囲の人び巧分に;ま意してください。 


★腰をかけたり物をのせな い 

ストーブの上にのった0、腰をかけたりしないでください。ストーブのお障や、やけどのおそれびありまず。 
ストーブの上に巧びんや、水を入れたをのなどを置びないでください。 

水びかかると漏電やが障のおそれびあ0ます。 


女廃棄するとさ 

ストーブを廃棄処分ずるときは、必ず油タンク、油受けざら内の'な油を抜き取ってください。 

(「回点検.手入れ」の [31 タン ク、巧受けざ5の绿除]参照） 

巧油が入ったまま廃棄すると U サイクルの際、予想しない事がび発生するおそれびあ0ます。 


国 


JB'J ' 


0 

禁止 


〇 


★巧の場所では使用しない 


乂災や予想しない事故や故障の原因になります。 


( 水平でない場所、不安定な場所） 

♦傾斜した場戸斤や振動の激しい巧では、使用しないでくだ 
さい。 

巧震自動消火装置が誤作動することびあ D ます。 
•しっかりしたじょラぶな場所で使用してください。 

参ち足の長いじゅうたんの上では使用しないでください。 
♦移動車両の中や、不安定な台上で使巧しないでください。 
輯落したご、火災になるおそれびあります。 

暖炉などストーブが囲われる場所） 

•暖炉や巧入れに入れての使用など、特殊な使いかたをし 
ないで < ださい。 

火災の原因になります。 

0まこりや湿気のをい場所） 

♦粉類や繊維を取扱ラ場所や温室•養鶏場など塵やほこりの 
多い場所では使用しないでください。 

燃焼空気取入口（給気フィルター）や温風空気取入□び目 
づまり状態になり、異常燃焼や異萬過熱を起こすおそれび 
あります。 



温室•飼育室など人のいない場所） 

>使巧環境の変化で、予想しない事故び発生 
するおそれびあ D ます。 


使用禁止 


( 風のあたる場所、部屋の出入□、屋夕〇 

•風のあたる場所や屋がでは使用 
しないでください。 广了- 

炎び出て危険です。 J 

掃除機の排気におを意してくだ 

♦部屋の出入口など人の通る場所、 

人びぶつかった D つまずく場所^ ^ 

で使用すると、區倒して事故や/ 

火がび起さるおそれびあります。 

不安定な物をのせた棚などの下 j 

♦落下物により火巧び起さるおそれびあります。 

可燃性ガスの発まずる場所、またはたまる場所 

参爆発や义災の原因になります。 
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丑安全のために必ずお守りください 


A 注意 （ CAUTION ) 


★次の場所では使用しない 


火がや予想しない事故や故障の原因になります。 

( 直射曰光のあたる場所、温度の高い攝所） 

♦勇萬燃焼を起こずおそれびあります。 

•ミ由タンクの巧油があふれ出て火がのおそれびあ0まず。 

( ;理•美容院、クリーニング店などスプレーや化学蜜品を使ラ榻兩） 

♦理•美容院、メッキ、塗装エ墙、電子部品組立工場、繊維関係エ 
場などでは使用しないでください。 

ス h —ブの故障や、腐食性ガスの発生によ0金属•鏡•ガラスな 
どを傷める原因となります。 

♦石油ファンヒーターで暖房する部屋ではシリコーンを配合し 
た枝毛用コート液やへアート U — トメント（枝毛巧）は点火 S 
スや、途中消义など故障の原因にな D ますので使用しないで 
<ださい。 


お願い （ NOTIC 口 


★シリコーン配合製品を使用しない 

♦石油ファンヒーターの故障の原因になることがミち意表をびごれているヘアケア商品等はシ U コーンび配合されています。 
石油フアンヒーターと同時に使用しないでください。 

参上記のミま意表巧びなくてもシリコーンび配合されている商品（化粧品類、巧類の防水剤•柔軟剤等、家具等のつや出し 
剤•な護剤等）を同時使用は控えてください。 

参やむなくご使用になる際は石油フアンヒーターの運転を一時的に停止し、使用をは換気を巧分におこなってシ U コーン 
等の成分を屋外にお出してから運窗を再開してくださし、。 


★巧油の廃棄 


I 灯油の廃棄処分は、灯ミ由をお買いまめになった販売店にご相談くださし、。 


0 


高地 （ 1 300 m な上の場所 U 淀用禁止 

♦酸素濃度び薄いので異萬燃焼を 
起こすおそれびありまず。 

♦燃焼に必要な酸素濃度び 
薄くなる高地货日〇〜13孤 m ) 

では高地調整び必要です 
のでお買い求めの販売店 
までお問い合〇せください。 



m 使用ずる場所 


★効果的に使用ずるために 



♦温風の循環を妨げるものびない場所に設置してください。♦外気に接する窓の下や壁側に設置すると効果的です。 


•熱に弱いカーペットや床の上で長時間使用すると、変色したり、そり返ることがあります。 

黙に強いマットなどを敷いてください。 

. 参移動するとさは引さずらないで<ださい。 

i 床面、畳、カーペットに傷を付けたり、本体底面の塗装びはびれて飼の原因になるおそれびあります。 


4 









圍各部のなまえ 

外観図1 




励 


温風空気取入口 
(フアンフイルター) 


温風空気取入口 


ルームサー5スタ 
(室巧温度巧知部) 


ルームサー=スタ 
(室内通度檢知部) 


燃焼空気取入 □ 
(給気フイルター) 


ち 










图各部のなまえ 


操作部•表示部のなまえと使いかた、 r 点な」- r 点滅」の意味 


チャイルドロックボタン 


チトイルド□ックの設定•解 
除をおこないます。 


「旧 I 使いかた」のずヤイル 


ドロックのしかた惨 


エコ ボタ ン_ 

エコ運転の設定•解除をお 
こないまず。 


「囘使いかた」の にコ運転 
あ G かな 参照 



のしか 


を J 、 盟义のしかた] 参照 




タイマーラ ンプ 

点打… タイマー運転待機中か 
タイマー運転中かタイ 
マー運転路了時です。 
点滅… タイマー時刻を設定中 
です。 


タイマーボタン 


タイマー運転の設定をおこな 
います。 

「固 使いかた」 のを イマー運 
睹のしか た I 参照 


運範ランプ 


点 ミ威…ず熱中です。 
点な… 運転中です。 


温度/時刻合わせボタン 


室温の設定、時刻の設定を 
おこないます。 


「闻 使用前の 準備」の蘭在 
時刻の設定のし 巧活 、 

「囘 使いかた」 の 度温の調 


節のしかたし度イマー蓮馬 


のしかた 参照 


消臭点火 • 時間延長 • 給油延長ボタン 


燃焼中に巧したときから、再度約3時間「囘 使いかた I の I 消し忘れ消火 
の燃焼継続が巧能になります。 装置の使いかた I 参照 

運転スイッチタイマー運転か5、通常運転に切り替 r 囘使いかた」 の r タイマー蓮転 
「入」 えるとさに押します。 のしかた I 参照 


給油延長運輯をするときに押します。 


r 囲 使用前の 準備」の I 給油の目 
安 • 給油延長運転のしかた I 参照 


胃消臭点火の説•解除をおこなしなす。胃 g 使いかた」の 臨父のしかた I 
































(給油)表示 


点灯… 油タンクの灯油びなくなって消火ずる1日分前。「ピ ー 」 
音び鳴り、残り燃焼時間（分）を表示します。 

点 S (運転中）… 給油延長ボタンを押し、給油延長運転中を 
表 7] T します。 

点減（運転停止）… 灯油がなくなり自動消乂しました。 

油タンクの給油時消火装置が作動しまし 
た。デジタル表示部が「——」表示と 
__をりまず。 _ 

「回 使用前の 準備」の 牆 油の嚴 •撼由透長運転のしかた! 参照 


デジタル表示部 

い肖臭点火び解除されてぃる場合は、 
_ VJI 星表示は消灯してぃます。__ 

■温度表ル 

設定温度…目む〜28でまで設定温度 
を選択でさます。 

室内温度…日む〜3ど C まで表示します。 


巧 t? な 


で表お 

点な… 設定温度げ設定 
されています。 
点滅… 設定温度を設定 
中です。 


遺量表示 

点口… 消臭点乂げ設定されてい 
ます。 

点 ミ 威… 消臭機能が作動 中です。_ 

r 固 使いかた」 の 庶夾 のしかた] 
参照 


■現在時刻表示 

現在の時刻を表示します。 



設帶温巧湿情 




(チャイルド□ック)表 77 ^ I f ぉ\ (王コ)表术 


点灯… チャイルド□ックが 点灯… エコ運転が設定され 
設定されています 。 J I ています。 


(換気)表の 

点減（運転停止）… 

室内の空気が、酸素 

不足状態でず。 

♦窓やドアを開けて 
充分に部屋の換 
気をして < ださい。 

点打（運輯中）… 

♦運転して約1時間 
経過ずるたびに 
「ピー」音が鳴つ 
て N 於」表示び 
約1分間点灯しま 
す。 

♦換気表示にたよ 
らず1時間に1〜2 
回必ず換気して< 
ださい。 


■不完全燃焼通知機能により自動消 
义したとをのエラー表示 

不完全燃焼通知機能の連続作動回 
数により〜 fHH が J を表 

示します。 — ,剛幽 

[HH HI ] 

、 一 

■再点火防止機能により自動消火し 
たとをのエラー表示 

「HH 削 を表示します。 


■タイマー運転時刻表示 

タイマー時刻表おは点減しまず。 
※タイマー運転終了時は 
广/ Hr 」を表示します。 

^广..品 n 

り •UU 

I_ な j 

、- ゾ 


■給油に関ずる残り燃焼時間表示 

残り燃焼時間を表示します。 

※'打;由切れ時は「- - --」表术とな 
m ます。 


■消し忘れ消乂装置による 
自動消乂表示 

「3 Hr 」を表示しまず。 


r 3Hr 1 

i _ MS j 

>■ 一 


■故障•異常により自動消乂したと 
さのエラー表ち 

自己診断機能により、故障樹こは 
E - U 〜 E - 弓 を表おします。 



■エコ運乾表示 

エコ運転中を表示します。 




7 


























互使用前の準備 



包装箱に表示してある r 包装の内容」をごらんになったラえで、 
包装箱から包装材などを取り除き、製品を傷付けないよラに 
取り出して < ださい。 

包装箱や包装材はストーブを保管するとさに必要です。取扱 
説明書、保証書ち忘れずに保管してください。 


※イラストは 「LC-L36A‘ L43A」 です。 




@燃料は灯油 ( J 旧1号な油)を必ず使用してください。 

(§) 変質:0油、不純'打油は、絶対に使用しないでください。 



★ガソリン使用禁止 I 

ガソリンなど揮発性の高い油は、 
絶巧に使用しないでくださし、。少量 
の混入でも、火災の原因になります。 


©§ 



ガソリン禁止 


义気お禁 


良い保管 




•変質口油、不純灯油（口油じ(がの油•水 • ごみげ混巧!油と対ソ U ン©見 
入した口油など）は、絶翊こ使用しないでください。 ±じか一化の酔がつ I 
異常燃焼や故障の原因になります。 

•市販されている助燃剤（添加剤）は使用しないで 广 W 、■ —— 

ください。異常燃焼を起こすおそれがあります。 Q *了油 __ 

旁)な油の保管のしかた^ 

•阿細诚、ず火気、雨水、〜.ぶ心) 

ごみ、高温および直だ咬 禁止 W 

射曰光を避けた攝所 == 滿れたままです。 

に保管して < ださい。 ^ こ 

♦口油容器は専用のき I I _良い保管_ 

れいな智器をお用し上- iJ - 1— 直射日光、雨水び当 

てください。また、灯油容器は必ず色付をの灯油た日ず、火気のなぃ 
専用容器を使用してください。 ：令暗所へ保管。 

•灯油容器内の灯油がかないと温度変化により結 
露して水びたまることがあります。 ミした* 

•ド亏ム吿などで、長期間大量に保管しないでくだ > 

さい。 口 

•お子様の手のとどかない所に保管してください。 し I U I 

C 変質な油とは ） 

•ちい灯油。に年1；(上持ち越した灯油） 

♦長期間、日光の当たる場所や、温度の高い場所に保管した:0油。 
•容器のふたび開けてあったり、乳白色の容器で保管した口油は変質 
しやすい。 

•変質のひどいものは黄色日まをおびたり、すっぱいにおいびします。 


'な油とガソリンの見分けかたのポイント 

指先に使用燃料をつけて息を吹さかけます。 
(义の気のない巧でおこなつてください。） 


X ガソリン 





濡れたままです。 すぐ乾いてしまいます。 


悪い保管 


直射曰光、雨水び当直射曰光、雨水の当 
た5ず、火気のないたるべランダなど、 
を暗所へ保管。 室外の保管。卢 ""V 



古いなミ由は 
梗わないで 



0 

使用禁止 














お願い 


変質な油や不純口油が原因でアフターサービスを依頼されたときは、保証期間中 
でを有料修理とな0ます。 


給油のしかた 

r 

A ? 主思 

給油は必ず消乂していることを確認して、ストーブの温度が ' 
充分下がってか5他に乂の気のない巧でおこなってください 。 mm 
乂災のおそれびあ0ます。 


1油タンクを取り出ず。 

•油タンクを取り出し、給油ロロ金を、左「〇」 
に回して開けて < ださい。 

•給油口 □金を取りはずす前に、先端の弁部を 
押すと、給油ロロ金び取りはずしやずくなります。 


※イラストは 「 LC - L 36 A . L 43 A 」 です。 










4] 使用前の準備 




給;由ホース 


満蛋の位置ノ/ ^ 


こぼれまお 



油量計を見なが目給油ずる。 

•市販の給油ポンプの先端をジヤバラの 關量計] 給油ホ_ス ^ ^ 

手前まで差し化んで、油量計を見なが 

6 給油して<ださい。（ホースげ抜けな 給油位置 苗^^^ ficAx 
いように注意しながら給油してください。） [! V Mir ] 

•口油は、油量計のほぼ上部 （ ち図の r » 

給油位置一）まで給油して<ださい。 \ た J づ 6 ぶノ him 

て巧適ぎますと、あ岳\れ出ることがあり \ - ィ 

ますので充分ま意してください。 ごぎれまお 

/-お願い- 

•油タンクの中にある r こぼれまを J の弁び、給油口の近くまで上がって 
いるときは、弁を下へ押し下げてください。 /(®)\ 

•油タンクの中にある 「こぼれま检」 は、給油口□金びはずれたときに、 

油漏れを防ぐ装置ですので、取りはずさないでください。 


オート給巧ポンプ（自動停止装置付）を使用ずる場台 

•市販のオート給油ポンプ（自動停止装置付）の中には、 「こぼれま控」 と干渉して、 
次のよ5な不具合状態になり、正しく給油でさないものがあります。 

〔不具合〕1スイッチをいれると、すぐに停止してしまう。 

(処置）•油タンクに差し込むホースのセンサー部の位置(ち向)を変える。 
(処置）•ポンプの乾電池の消耗度を確かめる。消耗していれば交換する。 
2自動停止しない。灯油げあ削！てしまう。 

(処置）•ポンプの取扱説明書に従って、固定具の位置を調節する。 
•上記の姐置をしても正しく給油できない場合は、直ちに給油を中止し、他の給油 
ポンプ（手動式ポンプなど）を使用して、正しく給油してください。 


給油□口金を r ヵチッ J と音びずるまで、ち「〇」へ回して、しっかり締める。 

•正し < 締めると油タンクの赤色の線げ見えな < なりまず。 

•給油□口金を下にして、油漏れびないことを確かめてください。 

( -お願し、 - 置 —^ 給油□□を 弁部 

給油□□金を斜めに締め 赤色®線作 ill 

たりずると、簡単に給油口 

n をがはずれて.ルがの [J 
原因になります。 しまつてし、るしまつてし、なし、 給邮口を^择^^觀 


しまっているしまコていない 


給油□□金, 




•油タンクか b 灯油が漏れる状態で使用 
しないでください。 

火災のおそれがあ0まず。 

1麗驚!励響 

□金がありまずので、 

?殼ぶょぅにし戀龜 

灯油わ祉なくなコたり、 

故障の原因になります。 

♦舰容器の兩たも、 

しっかり締めておい 
て < ださい。 


こぼれたな油はよくふき取る。 

•こぼれた口油は必 _ 

ずをれいにふき取 
ってください。危 
険でずし、燃焼中 If 

に臭気が発生する ^ 

原因にちなります。 

油タンクをセットする。 I 1 

•油タンクを、本佈こ r\j 
正しく、ゆっくりと\广一 
セッ h して<ださい。\ 










給油の目安 • 給油延長運転のしかた 


A ; 主嵐 

給油は必ず消乂していることを5崔認して、ストーブの温度が 
充分下がってか6他に乂の気のない所でおこなってくださし、。 
义災のおそれがありまず。 



ストーブを移動するときは、必ず消乂し、ストーブの温度が 
巧分下びってか5油タンクを取り出し、傾けないように静か 
に移動してください。 

1 灯油が漏れたり、乂災になるおそれびあります。 


一 


油タンクの灯油げ空になっても、油受けざら内に残っている灯油を燃焼させる 
ことで、燃焼を延長(給油延長運転)させることがでをまず。 

給油延長運転中は、室温に闢係なく最ルの燃焼をします。 



1油タンクの好油がなくなると、「0」表示が点打し、「ピー」音が鳴りまず。 
デジタル表示部に残り燃焼時間(分) r 拍」を表示しまず。 

• r 運乾スイッチ」を押して消火してか5、給油してください。 

•給油しませんと、2分ごとにだ一」音び鳴ります。約1日分働こ、「0」表示が点滅し、 
デジタル表示部の残り燃焼時間表示が「—」表示となり自動消火します。 


2給油延長運酷をずるとき 

•油タンクの灯油がなくなり「日」表示び点灯したときに、 「給油延長ボタン」 を押 
すと、「 Q 」表示が点滅に変わり、給油延長運転をして、 「表1」 の間、燃焼継続 
をします。デジタル表示部の残り燃焼時間表お(分)が変わります。 

給油延長運転中は I 日」表示が点滅します。残り燃焼時間び1日分な下になると2 
分ごとに r ピー」音が鳴ります。 

♦自動消火ずる前に、 r 運転スイッチ」封甲して消火してか b 給油してください。 
•給油しませんと、 r ご」を表示し、デジタル表示部の残り燃焼時間表示が「—」 
表示になると自動消火します。 









互使用前の準備 

点乂前の準備と確認 





か平の確認をずる。 

•ストーブは振動のない、水平でしっかりした場所に設置してください。 

ストーブが、傾いてないか、不安定な状態になっていないか、必ず確かめてください。 
•ストーブを傾いた状態で使用しますと、对震自動消火装置げ誤作動することがあ 
りまず。また、転倒しやず<、異常燃焼の原因になります。 

電源プラグをコンセント(家庭用 AC100V) に確実に 、 

差し込む。 

• r ピ ー 」音がします。 

•デジタル表示部に「 - 」表示 
が点灯します。 

-お願い- 

•電源プラグを、絶巧に、2日日 V のコンセントに差し込まないでください。感電- 
火災-故障の原因になります。 



•コンセントげゆるんでいたり、差し込みが不充分でずと、電源プラグが過熱 
し、熱変形することげあります。このよラなときは、必ずお買い求めの販売 
店に修理を依頼してください。 

お部屋のコンセントち必ず修理してください。 

•電源コードに傷を付けたり、まねたり、折ったり、重い物をのせたり、加工 
しないでください。感電や火災の原因になります。 

•他の電気器具と同時に使巧するときは、ご家 
庭の安全器(ブレーカー)の容量をこえないよ 
ラにして < ださい。 


•電源プラグを抜<とさは、電源コードを引っ 
張って抜かないでください。断線、発熱、発 
火の原因になります。 

•熱に弱いじゅラたんや床の上で長時間使用すると、床面が変色したり、 

そり返ることがありますので、熱に強いマットなどを敷いてください。 

指示 









現在時刻が午後 7 時 ID 分の攝合 

0 またはのボタンを一度押ず。 

「ピー」音がして「 ---- 」表が点滅します。 

( D デジタル表示を見ながのポタンを押して「巧」に合わせる。 

@デジタル表示を見ながみのボタンを巧して r の 」に合わせる。 

詞 viiXa のボタンは、一度巧すごとに 1 時間または 1 分間ずつ進みます。 
押し続けますと連続的に進みます。 

•時刻合わせをする場をは、デジタル表示部の時計表示げ点滅している間に 
かの 户ちらかのボタンをキ甲してくだホい。 

時刻合わせがで志なかった場合は、をう一度または^のボタンを 
__押してやり直してください。_ 

④「巧」 r の」が、点滅か5点！ m こ変わり、設定が完了します。 

/-お願い- 

•ス I ブの時刻表おびズレる場合は、電源プラグを一度抜いて、わう一度差し 
込み直して、時刻を設をし直してください。それでわ直らないときはお買い求め 
の販売店までお問いをわせ<ださい。 

•ストーブに初めて通電したときや、停電後や、 な ———— 
電源プラグを抜いて再通電した場合、デジタル1 _ _ ■ _ _ I 

表示はち図のよラに「」表示が点に[しま ■ 

すので、現在の時刻を設定してください。 ^-=——^ 



デジタル表示部の時計表示は、約日分間経過しますと、省電力機能がはた5いて、 
デジタル表示部び消なして、電力の消費を抑えまず。 

時刻を確認したい場をは、操作部の r 運転スイッチ」政外のどれかのボタンを押ずと 
表おしまず。「運転スイッチ」を押すと点火動作に入ります。（運転中及びタイマー運 
転待機中にこの機能ははた5さません。） 















固使いかた 




点乂のしかた 

つ n 。 りつ。 
Cue ILIC 


デジタル表示部 


/ぁげる\を 

間延揉、- 


運転ランプ ⑤ 


—運範スイッチ 

消臭点火ボタン 
時間延長ボタン 

——消臭表示 


購入後初めてお使いになるとさや、電源プラグを抜いたが態か5再度お使いになるとさ 
には、消臭点火に設定してありまずので、最初から rm 」 表示が点なします。 

消臭点火は、点乂までの時間を長くして （r 表2」 参照）、予熱を充分におこない、点火 
時のにおいをかな<する点火ち法です。 

(!)r 運転スイッチ」を巧して r 入」にずる。 

• r ピー」音げして「運転ランプ」が点滅します。 

•デジタル表示部に設定温度と室内温度を表おします。 


I 


油タンクに灯油があるのに「0」表示が点丹、または点滅している場合は、油 ' 
受けを取り出し、ごみや水を捨て、好油で洗浄してください。 

の71点検-手入れ」の I 油受けの掃除 I 参照) 

_ ノ 


③一定時間経過後 （ r 表 2 J 参照）に自動的に点乂し、「運転ランプ J が点巧に変わりまず。 

消臭点乂解除方法 

運転スイッチ」 が r 切」 のとをに r 消臭点火ボタン」 を押すと、 「 m 」 表示び消丹して 
消臭点火が解除され、点火までの時間が短かくなります 。 （r 表3」 参照） 

室内温度げ目でを下まわる場合は、点火までの時間び長いまま （r 表2」 参照)です。 

表2 [ LC - L 36 A 丄 C - L 43 A 1^ 約 1 加砂 に LC - L 53 A 約 21 日秒 

表 3 (" lC - LS 目 A 丄 C - L 43 A 1— 約9日秒 11— LC - L 53 A 1— 約1日日秒 


し C - し 己 3 A 


LC - L 53 A 


約21日秒 
約1日日秒 


-お願い- 

•初めて運転するとさや、ストーブを移動させた0、激しい振動が加えられた 
後に運転するとさ、白煙(灯油の蒸気)や臭気が出ることがあります。これは、 
移動、振動によりバーナー(燃焼部)内に落ちた余分な口油が蒸発ずることに 
よるもので、一度点火し、余分な口油びなくなれば白煙や臭気はなくなりま 
す。このような攝合は白煙、臭気びなくなるまでは(窓を開けるなど)換気を 
おこなって < ださい。 

•点火時にバーナー(燃焼部)内で、「ボツ」といラ音や「ゴーゴー」といラ音がし 
ます。これは点火を確実にするためで異常ではありません。 

•点火時にはかしにおいびあります。 

•燃焼中 r チツチツチツ」といラよラな音びすることびありますが、電磁ポンプ 
の音です。また、燃焼中に r ジユツジユツ」、「シャンシャン」などの音びずる 
場含がありまずが、これは灯油が蒸発ずる音です。異常ではありません。 
•消し忘れによる、万一の事故を防ぐために、点火後約3時間で自動消火します。 
燃焼を継続する場合は、消火する前に r 時間延長ボタン」を押してください。 
(「固使いかた」の I 消し忘れ消乂装置の使いかた 1 参照） 








炎のが態 


ストーブを使用ずるときは、正常に燃焼しているか燃焼確認窓か5炎の状態を必ず確認 
して < ださい。 



にこに表示した状態は「強」（最大）燃焼の状態です) 



♦青が燃焼で炎の先端に多少炎が黄色く燃焼音が大をい。 ♦炎び高く伸び、炎全体び黄色。 

黄炎び入る。 •「ポ ー 」といラような異常音 

•がの伸びや、燃焼音がかさい。_ がずる。 


_ •燃焼空気取入 □ (給気フィルター）を掃除する。 

L ♦お買いまめの販売店にご相談ください。 . 

室温の調節のしかた 1 (運顧中にしかでさません) 






















固使いかた 

または％ X せボタンを1度押ず。 

r ピー」音がして「 DC 」表示が、点滅します。 


温度を上げるとさ。 

デジタル表示を見ながら^0のボタンを巧す。 


温度を下げるとを。 

^ —け、、、I I —I 一 — cry — _L ク • —• 


デジタル表示を見なび6 ^巧 のボタンを押す。 


厂 •温度設定をする場含は「で」表示び点滅している間に^® ボタンのど1 

ち5かを巧してください。設定できなかった場含はもう一度押して、やり直してく 
ださい。 

•設定温度は目て:〜28む、室温表示は〇で〜32でまで表示します。 

•設定温度にコント□ールするために自動的に火力を調節します。 

•一度温度設定しますと、その温度を記憶していまずので変更をしない限り、消乂 
t _後再運転する場合、同一設定温度になりまず。 _ J 

/-お願い- N 

•室温げ約18で政下のときは「微弱」または「ミニ」燃焼しないことがありまず。 
•温度調節は温風空気取入口近くの温度を感知しておこないますので、ストーブの位置や 
、 _部屋の大きさなどで、必ずしも、デジタル表示部の室内温度表示と、室温とは一致しません 。 J 


エコ運転のしかた (運転中にしかでをません) 


] >軍おドぃ. 

•口油の消費を抑えることにより、 C 日2排出量を抑えた環境にやさしいエコ□ジー 
機能です。 

•エコ運転中はデジタル表示部に「と[日」表示をし、設定温度と室内温度は表示 
しませんが、灯油を節約するために内部的に下記の制御をします。 

©設定温度が2目で臥上の場合は、2日でに切り替わります。 

©設定温度より室温が約: rc 上昇しますと、自動的に消火します。自動消乂した 
後でち、運転ランプは点灯したままになります。 

③室温が設定温度を下まわると自動的に再点乂します。 

® 室温が設定温度付近で安定した場含に、設定温度を1た下げ、これを設定温度 
が20でになるまで繰り返しまず。 

•エコ運転中にまたは^ボタンを押すと、設定•室內温度表示に切り誓 
わり、温度設定をすることができまず。 



(^)「エコボタン」を押ず。 

♦ r ピー」音びして rE CQJ 表示に切り誓わり、「再 S 」表示が点口し設定されます。 
•エコ 運転は一度設定すれば、記憶されます。ただし、設定が記憶されていても消火時 
には表示されません。 









解除のしかた 


@1■エコボタン」を巧す。 

• r ピー」音びして設定•室内温度表示に切り替わり 、 r 吞 S 」 表示げ、消灯し解除されます。 
•電源プラグを巧いたり、停電があった場をは、自動的に解除されまず。 

•解除後はエコ運転設定前の設定温度にもどりません。再度、温度設定をしてください。 


タイマ—運転のしかた （タイマ-を使巧 L / C 暖房を始めたいとき) 


タイマー運転をする場合は、「141使用前の準備」の I 現在時刻の設定 のしかた I に従って、 
時刻をわせをしてか b でないとタイマー運転でをません。 



通常、タイマー運転設定時刻の日分か52日分前に運転を開始します。 

このストーブのタイマー運転は、ファジーコント□ールで、お部屋の大去さと 
室温により自動的に運転時刻を決定し、設定時刻には、お部屋を暖かくしてお 
さます。 


設定のしかた 


午前目時30分に設定したいとき 

な) r タイマーボタン」を押ず。 

r ピー」音げしてデジタル表示部が「」表示に 
変わり、「タイマーランプ」が点滅します。 



( D デジタル表示を見ながのボタンを押して「6」に合わせる。 

( D デジタル表示を見なびのボタンを押して「ぶ」に合わせる。 

夕のボタンは、一度巧ずごとに1時間または日分間ずつ進みます。 
押し続けますと連続的に進みます。 

•時刻をわせをずる場合は、「タイマーランプ」が点滅している間に^。 
のどち5かのボタンを巧して<ださい。 

•設定でをなかった場をは、もラー度「タイマーボタン」を巧してやり直してく 
ださい。 


「タイマ-ランプ」が点滅している間に、「運乾スイッチ」を押して r 入」にずる。 

•かし待つと、「タイマーランプ」び点灯し、デジタル表示は現在の時刻を表示して 
セットが完了しまず。 

•タイマー運転時刻を設定しないと、デジタル表示部に「 E 「 〇「」び表示されます。 










司使いかた 


♦タイマー運転は、一度タイマー運転時刻を設定すれば、変更しない限り、「夕 
イマーボタン」を巧して r タイマーランプ」の点滅中に、「運転スイッチ」を押し 
て r 入」にするだけで同一時刻で設定び完了しまず。（停電や電源プラグを抜 
いた後でをタイマー時刻を記憶しています。） 

•「運転スイッチ」を押して、「入」になっているとさに、「タイマーボタン」を巧 
すと、タイマーランプび点滅し、かし待つと、「タイマーランプ」び点灯しセ 
ットが完了します。 

•タイマー運転時刻を変更する場をは前記と同手順でおこなってください。 


解除のしかた 


タイマー運転を設定した後に、タイマー運転の解除あるいは通常運転をおこないたい場合。 
0「運転スイッチ」を押して「切」にする。^ [タイマー運転の解除] 
(|)「運転スィッチ」を再度押して「入」にする。^ [通常運転開始] 


タイマー運転の注意事項 


•タイマー運転をした場合、点乂後約]時間後に自動的に消火し、「タイマーラ 
ンプ」が点'なした状態で、デジタル表示部の「料 r 」 表示が点打します。連続 
運乾するときは、タイマー運転の点火後1時間！;(内に「時間延長ボタン」を巧 
して<ださい。これは閉め切った部屋で長時間、換気せずに燃焼すると、空 
気不足で危険となるためで、手をふれない場含は、自動的に消火します。 

•残りの燃焼時間び、1日分になるとデジタル表示部に数字で拍、弓-./と 
表示し、2分ごとに「ピー」音でお知らせしまず。 

•通常運転中に「タイマーボタン」を押すと、消火して r タイマー運転」の待機が 
態になり、タイマー運転時刻に自動的に点乂します。 

(ただし現在時刻を設定してからでないと、「タイマー運転」の待機状態になり 
ません。） 

•タイマー運転時刻の確認は、タイマー運転待機中または運転停止時に「タイマ 
ーボタン」を押すと、約1日秒間表おしまず。 

•タイマー運転操作後に停電があったとさ、ストーブを揺らして巧震自動消乂 
装置が作動したと去は点火しません。 


良 








圖 8 » 


消义のしかた 


が：日日 


誦, 

げる\忿/ 


消臭表示 


一 運転スイッチ 
時間延長ボタン 


\ — - ' --- 尸ノ —デジタル表お部 

の r 運賠スイッチ J を押して r 切」にずる。 

^•「ピ~」音がしてデジタル表示部は現在の時刻を表示し、 「 ji 夏」表示が点滅して、 

消臭機能の作動中を表示します。 

•消火後、しば5くはス I プ内部を冷やずために対流用ファンは回転し続けます。 
(この間、 「 m 」 表示は点滅しています。） 

_乂時のまち_ 

•消乂後、対流用ファンが止まるまで、電源プラグをコンセントから抜かない 
でください。音が出たり、炎が出たり、すすが発生して再点火後に安全装置 

が作動してエラーで停止することびあります。（「国]故障-異常の見分けかた 
と処置方法」の 展萬をお知5せ(デジタル表示の見かた）1 参照) 

•緊急のときを除いて、消火は必ず r 運転スイッチ」を使用してください。電源 
I プラグを抜いて消火させないでください。 _ _ J 


( -お願い- N 

•消火操作をしたとをは「運転ランプ」の消巧とバーナー(燃焼部)內の火が消え 
ることを確認してください。 

•消火時にはバーナ ー( 燃焼部)内で r ボッ」という音や u -ゴー」という音がし 
ます。これは消火を確実にするためで異常ではありません。 

•消火直後、温風空気取入口は高温になることげあります。 

♦点乂してすぐに消乂操作をしたとを、きつい臭気が発生することびあります。 

点乂後約20分間はでさるだけ消火しないでください。 

I •長期間閣守にするとをは、必ず電源プラグをコンセントか5损いておいて<ださい 。 J 


消义後再点火ずるとをの注意 

•消乂後ずぐに再点义ずると、異常音が出ることびありますので、しば!5く待つて 
か5再点义してください。 

•ストーブげ暖かいうちに再点火操 作をしたときの予熱時間は、短かくなります 。 （r 表 4 J 参照 ） 
表4 I LC - L 3 目 A 丄 C - L 43 A 1— 約4日秒 f LC - L 53 A 1 約日〇砂 


消し忘れ消乂装置の使いかた 

•消し忘れによる、万一の事故を防止するために、 点 

义してか5約3時間燃焼が継続ずると、デジタル表 
示部に「靴 rJ を表示して、自動的に消乂します。 

•残りの燃焼時間び、1日分になるとデジタル表示部に 
数字で IG 、 3 ■ ■ I と表示します。 

•この間、2分ごとに「ピー」音でお知らせしまず。 

G 消乂する前に r 時間延長ボタン」を押ず。 

•その時点か5再度約3時間の燃焼継続わ可能になります。 
♦自動消义した場合は、 r 運転スイッチ」を押し直してください。 


(運乾を延長したいとき） 


3 Hr 




<n 

lU 

おさ 









固使いかた 


_ クリーニング燃焼表71^ _ 

•ク U —ニング燃焼はバーナ ー( 燃焼部)内の巧れを除去するための燃焼です。 

•強燃焼で約2時間上の連続運転をしますと、デジタル 

表示部に r [し：日弓」を表示して自動的に弱燃焼によるク U — 

ニング燃焼をおこないまず。（約日分間カウントダウンし 
ます）その後自動的にをとの燃焼状態にもどります。 

換訂表の 

•閉め切った部屋などで長時間運転すると不完全燃焼防止 
装置が作動して「七賢」表示が点滅しだ一」音が己秒間鳴っ 

て運転を停止し、デジタル表示部に「-」表示が点 

滅します。 

•連続して不完全燃焼防止装置が作動した場合は不完全燃 
焼通知機能が作動します 。 （ri 6 1 安全装置」参照） 

•運乾して]時間経過するたびに「ピー」音が鳴って「*-臣 M 表示が約]分間点灯します。 
「*-皆^」表示にたよ5ず、1時間に]〜2回 （1 〜2分程度）は必ず部屋の換気をして 
ください。 




チャイルド□ツクのしかた 


チャイルド□ックは、お子様のいたずら操作の防止や、誤って r 運転スイッチ」 
を押してを点火しないよラにしたいときに使用します。 



の運輯中や運転停止中に r チャイルド□ックボタン」を3秒な上長巧しすると rffl 」 
び点なし、チャイルド□ックび設定されまず。 

•運転中は「運転スイッチ」で消火のみ操作巧能です。設定温度の変更などの他の操 
作はでさません。 

•運転停止中はすべての操作がでさません。 

•チャイルド□ックび設定されているとさに、「運転スイッチ」を押して r 入」に 
すると「 E 「 〇「」が表示され点火できませ/ U 。 

解除のしかた 


公 


@チャイルド□ックび設定されているときに「チャイルド□ックボタン」を3砂 
む上長押しずると r 田」び消打し、チャイルドロックが解除されます。 











图安全装置 


•安全装置び作動するのは何らかの異常びあるとさでずから、下記の処置をしてを正常に 
な b ないときは、お買い求めの販売店にご相談ください。 

•再点乂操作とは一度 r 運転スイッチ」を巧して「切」にしてから再び押し直して「入」にす 
ることをいいます。 

♦ずべての処置は必ずス I ーブを消火し、ストーブの温度が充分下がつてからおこなつてください。 


( 安を装置名 

はた 5 を 

処 置 

巧震自動 
消火装置 

♦運乾中にス1-ーブが地震（震度約日似上）や強 
い振動、衝撃を受けたとを、乂災などの危険 
を防ぐために自動的に運転を停止します。 

♦地震によって作動した場をは、 
周囲の可燃物、ス 1 -ーブの損傷、 

油漏れなど異常げないことを確 
認した媛、再点乂してください。 

不完全燃焼 
防止装置 

♦換気不良、手入れ不良、その他の異常により 
ノ（ーナー（燃焼部）への空気のイ共給び不足し 
たとを不完全燃焼による危険を防止するちの 
であ0、自動的に燃焼を停止します。 

•不完全燃焼通知機能 
不完全燃焼防止装置び連続して作動したとさ、 
不完全燃焼による危険を防止するために、作 
動したことを通知して、自動的に燃焼を停止 
します。（り H H け、 5 HU を表示） 

♦作動した場合は本体が巧分に冷 
えてから電源プラグを抜を、燃 
焼空気取入口（給気フィルター） 

の掃除をし、部屋の換気をした禮、 
電源プラグを差し直して再点乂 
してください。（販売店にご相談 
ください。）（「巧点検‘手入れ」 

の1 燃焼空気取入 □ (給気フィル 
ター）の掃除 1参照） 

♦再点义防止機能 

不完全燃焼通知機能が連続して作動したとを、 
不完全燃焼による危険を防止するため、自動 
的に燃焼を停止します。（りり H 4 を表示し 
ます。）再点火防止機能げ作動ずると、政後の 
点火操作げでさなくなります。 

•作動した場合は販売店にご相談 
ください。 

この装置は、 
めのちのでま 
鮮な空気を構 

あくまでを不売を燃焼によるお腐を防止ずるた 

5 り、使用中は必ず 1 時間に 1 〜 2 固換気して、新 
i 給してください。 

点义安全 
装 置 

♦点火 ヒーターの 赤熱 不足や、 ノ く ー ナーサ ー S 
スタの 不良による点火不良。 

•点火 ヒー ター、電磁ポンプ、プ□ア = E - ターな 
どの故障により点火しないときに、運転を停 
止します。 

•点乂ヒーターの故障び原因で 
運転を停止したとさはノ（ーナー 
底に灯油びたまります。 

完全に乾燥させてか5、ご使用 
<ださい。 

(販売店にご相談ください） 

停電をを 
装 置 

♦運転中に停電や電源プラグを抜 < などして電 
源が切れたときは、自動的に運乾を停止します。 
再び通電されてお運転しません。 

•タイマー運転中に停電があった場合、タイマ 
一運転は解除されます。 

♦再点火操作をします。 

•現在時刻の設定とタイマー運転 
の設定をやり直します。 

(「闻使用前の準備」の 

1 現を時刻の設定のしかた、 

「商使いかた」の 

タイマー運転のしかた 参照） 

燃焼制御 
装 置 

♦燃焼中に炎が消えたとさ、自動的に運転を停 
止させる安全装置です。 

•再点火操作をします。 

過熱防止 
装 置 

•巧流用ファンモーターの故障や異常燃焼や温 
風空気取入口のほこりつまりなどの原因でス 

1-ーブび異常過熱したとさ、火災などの危険 
を防ぐために燃焼を停止します。 

♦温風空気取入□のほこりを取り 
除いてから、再点乂操作をします。 
「巧点検•手人れ」の 

1 温風空気取入口の掃除 1参照） 

消し忘れ 
消火装置 

♦消し忘れによる危険を防止するために、点火 
してか5約別寺間、燃焼び継続すると自動的に 
運転を停止します。 

•消火する前に「時間延長ボタン」 
を巧す。 

♦消火した場合は、再点火操作を 
します。 

気密油タンクの 
給油時消乂装置 

•運転中に油タンクを取り出したとさ、自動的 
に運転を停止します。 

♦油タンクに給油して、本体にも 
どしてか5再点乂操作をします。^ 







团点検-手入れ 



^点検’手入れをおこなうとをは^ 


•点が手入れをずるときは、必ずストーブを消火し、電源プラグを]ンセントか5巧いて、ストー 
ブの溫度げ巧分下がってか6おこなってください。やけどや感電をするおそれがあります。 

•部品に触るときや、内部を掃除するときは、手をけがしないよラに、手袋をはめておこなってください。 
♦ストーブをベンジン、シンナーなどで而かないでください。変色します。 

•電装品やノ '^ーナー(燃焼部）の取りはずし、分解はおこなわないでください。 


r 使ラたびに J 


周囲の 可燃物の点検 

ストーブの周囲は 、/, 
常に整理、清掃し、燃 
えやすい物を置かな 
いよラにして<ださ — 
い。 


ほこりの掃除_^ 

•ストーブに付いたほこりやミちれは、 
掃除機で颐い取ったり固くしぼった 
濡れ雑巾などでふき取ってください。 
ミちれたままのご使用は危険のちと 
ですし、ス I -ーブの傷みを早めます。 


n 週剧こ1回上 


ミ1漏れ、油のたまり、油のにじみの点検^ 

•万一油漏れによって、油のたまり、油にじみが生じ 
ているとさは、消火操作をし、原因を確かゆ防漏処 
置をし、油漏れびなくなったことを確認した後、漏 
れた灯油を取り除いてから点火操作をしてください。 




苗台に 
油にじみは 
あ日ませんか。 


•油タンクの給油口□金の弁部 
などに、ごみがはさまつている 
場合がありますので取り除い 
て < ださい。 



燃焼空気取入 □ (給気フィルター）の掃除 


ストーブ（背面または側面）にある燃焼空気取 
入口（給気フィルター）にごみやほこりが目づま 
りしますと、燃焼用の空気量が減って不完全燃 
焼の原因になります。 

燃焼空気取入 □ (給気フィルター）に付いてい 
るほこりを、掃除機などで吸い取ってください。 



LC-L3 日 A • LC-L43A LC-L53A 


ときどを、燃焼空気取入 □ (給気フィルター）をはずして掃除をしてください。 


燃焼空気取入 □ (給気フィルター）の目の 
中びつまっている場合びありますので、や 
わ5かいブラシなどで、燃焼空気取入□(給 
気 y イルター）の目のつまりを掃除してく 
ださい。 

(光にかざして目づまりがされいになった 
か確認してください。） 



- LC-L3 目 A • LC-L43A - 

燃焼空気取入口（給気フィルター）の脱着は、つまみを持ち上げ 1 

ながら矢印の方向に弓 I っ張って取りはずします。また、取り付け 
は燃焼空気取入口（給気フィルター）上部を相手側部品に弓 b か -^1 
けた後、つまみ部を押し远みまず。 - 









- LC-L 曰 3A - 

燃焼空気取入口（給気フィルター）の脱着は、矢印の方向に引 
っぱって取りはずします。また、取り付けは燃焼空気取入口（給 
気フィルター）を相手側部品に押し込みます。 


-お願い- 

>巧などでふくのはおやめくださし\。かえって目づまりしまず。 

ミちれび取れないとさは、洗剤で洗って、よく乾かしてからご使用ください。 
巧又りはずしたときは必ず元通りに取り付けてください。 

(取りはずしたままでご使用されますと、異常燃焼の原因になります。） 



_______ 温風空気 取入口の掃除 

ストーブ背面にある温風空気取入□にごみ 
やほこりび目づまりしますと、温風用の空 ド^^ 
気量び減って過熱防止装置がはたらいて る 
消火します。 ^ >5^ 

巧流用ファンが停止していることを確認し 
てか！5温風空気取入□に付いているほこり H \ 

を、掃除機などで吸い取ってください。 LC-L36 


- 一 - 'A' 

三^夕 


LC-L36A-LC-L43A 


m 川 HI 川川川川 


m 


LC-L53A 


1箇月に1回上 


温風吹出口（ルーバー）の掃除 


温風吹出 □( ルーパー）びミちれたり、ほこりが付着した場合は、《ィラス直化 C-LS 日 A.L う 3 A 」 でず。 
掃除機や、固くしぼった濡れ雑巾などで / ミ ^ き取ってください。 

/-お願い- N 

このとき必ずストーブを消火し、電源プラグをコンセント y J 

か5抜いて、温風吹出口（ルーバー）の温度げ充分下げっ 
てからおこなってください。 

やけどをするおそれがあります。 J 



______ 油受けの掃呼_ 

•油受けは、灯油は通しますが水は通しにくしロィルターでできていまず。油受けに水やご 
みがたまると、油タンクに灯油びあるのに、「0」表示び点に[することがありまず。 

•油タンクを取り出してか5、油受けを傾けないように取り ※ィラストは 「 LC - LSSA . WSA 」 です。 

出し、たまった水やごみを取り除いてください。 汹( 

. -お願い-:——て。 \ \ 

油受けは、水で洗わないでください。 

必ずされいなに[油で洗ってください。：肿けグニノ 


ゴム手袋 


巧震自動消乂装置 の点検 

け然焼中にストーブをゆずって、自動的に消火ずるかを点検してください。 
宿動的に消火しまずと、デジタル表示部に rf - 引を表示しまず。 










图点検-手入れ 


気密油タンクの給油時消火装置の点検 


参燃焼中に油タンクを抜いて、自動的に消乂するかを点検してください。 


I 約日砂後に自動的に消火しますと、デジタル表示部に r 


1シーズンに！〜2回 1 U 上 


油タンク、油受けざ5の掃除 

ストーブから油タンクと油受け 

を取り出し、市販の給油ポンプ^ 八广 
(手動式)などで油タンク内や油 (ななめ子。^^ (\| 

受けざ日内の水やごみを取り除 / A 绍 

いてくたさい0 

油タンク内のわずかに残った灯户•一 II ^ 
油は、油タンクに給油ロロ金を^ 胃 
取り付け、油受けを給油□口金 Vw - ^ 

難摇兵點お讓点で 


」「日」を表示します。 


給ミ由ポンプ I U U 


.給油ロロを 


.ミ由受けざ 5 \巧受け 


電源プラグ、コンセントの点検 


電源プラグ、コンセントにほこりや汚れがたまると乂災の原因に 
なることがあ0ます。 

電源プラグをコンセントか5抜いて、付着したほこりやミちれを取 
り除いてください。 


巧流用ファンの掃除 （ LC - L 己 3 A のみ）_ 

①温風空気取入口（ファンフィルター）の止めねじ巧本）をはずし、温風 
空気取入口（ファンフィルター）をはずします。 

感巧流用ファンに付着したごみやほこりを、掃除機で吸い取ってくださ 
し、また、見える箇所だけでよろしいでずから、本体内部のほこりを 
取り除いてください。 

® 温風空気取入 □ (ファンフィルター）下側の突起をストーブ背面の角 
巧に入れ、対流用ファンのコードを温風空気取入口（ファンフィルター） 
の凹部を通してからふたをし、元通り組み立ててください。 

( -お願い- N 

•電源プラグをコンセントから抜いて、ストーブの温度が充分 
にさがってか5おこなってください。 

•巧流用ファンにゴ S やほこりげ多量に付着しますと、温風用 
空気量が減って過熱防止装置がはたらいて消火します。温 
風空気取入 □ (ファンフィルター）の掃除をしてち燃焼げ停 
止するようであれば、対流用ファンのごみやほこりを掃除機 
で吸い取って取り除いて < ださい。 

•はずした温風空気取入口（ファンフィルター）は、必ず元通り 
I に組み付けてください。けげをします。 
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感獸 


圓定期点検 


長期間ご使巧になりますと、機器の点検が必要です。機器の寿命をより長く、 
より良い燃焼で快適に安全にお使いいただくために、2年に1回程度、シーズ 
ン終了後などに、お買いホめ店、または修理資格者〔（財）日本石油燃焼機器 
保守協会 （ TEL 03-34 日 9-2 目 28) でおこなう技術管理講習会修了者（石油機器技 
術管理±)など]のいる店、当社などに点検依頼されることをおすずめしまず。 









豆!故障.異常の見分けかたと処置ち法-修理を依頼される前に- 

^ ^異常のお知5せ（デジタル表示の見かた) 

安全装置が作動すると、自動消火します。また、デジタル表示部に故障•異南の原因が表示にラー 
表示」されます。繰り返し表示するとさや運転しないとさは、お買いずめの販売店へご連絡 < ださい, 


デジタル表示 



♦逼熱防止装置が作動しました。 


„参停電消义を電源び入りました。 

■11 ♦タイマー運お待機中に停電し、その後電源 

一 が‘入りました。 



♦本体を傾けたり、強い振動、衝堅を受けたた 
め自動的に消义しました。 

参地萬（巧度約5む上）により消乂しました。 


• • • • 

寺!^換気 

♦換気不良 • 手入れ不良、その他の異常により 
パーナ（燃焼部）への空気の供給が不足し 
たので^による危険を防止ずるため、 
自動消义しました。（不完全燃焼防止装西が 
作動） 

m-i i 

パパが 

HHH 3 

•不完全燃焼防止装置げ連続して作動ずると' 
不完全燃焼通ミ日機能びはた5をお知らせし 
まず 。 （HH H ||から H りの表示） 



•換気しないでそのままさ5に不究全燃焼防 
止装置（不完を燃焼通知機能）び作動ずると、 
再点火防止機能びはたらを、消义して点火 
でさなくなります。 （ HH り4表示） 


室湿び33で 1 U 上にな0ました。 




チャイルドロック中に r 運転スイッチ J を巧し 
て「入」にしました。 


タイマー運転時刻が設定されていません。 


♦な油びなくなり消义しました。 

参ミ由タンクを取り出したため、気密ミ由タンクの 
給油時消义装置び作動しました。_ 


タイマーランプ 

参タイマー運乾び終了しました。 


消し忘れ消义装置にて消义しました。 


参ク U — ニング燃焼中。 

(約已分間カウントダウンしまず。） 


♦省電力機能げ作動しました。 



♦温風空気取入口、通風吹出口（ルーバー）、巧流用フアン 
( LC - L 己 3 A のみ）の掃除をしてか5巧点义してください。 
( r 回点検•手入れ」参具再） 

•ストーブ①周囲の障害物を取り除いてください。 

♦再点乂操作をして < ださい。 

•電源プラグなど電源をご確認ください。 

参電気系統の故障です。お買いホめの販売店まで「デジ 
タル表示 J (エラー表示）などをご連結ください。 


参しばらく待ってか6ち点义操作をしてください。 
•修理び必雲でず。お買い求めの販売店まで「デジタル 
_表を J (エラー表前などをご連絡ください。_ 

♦ス I 'ープげ傾いていないか確認してか5、再点义操作 
してください。 

参地巧によって作動した場合は、周囲の可燃物、ストー 
ブの損傷、油漏れなど異常びないことを確認した後、 
再点乂してください。 _ 


♦燃焼を気取入口（給気フィルター)の}§除をし、窓やド 
アを開けて巧分に部屋の換気をしてか5、再点义して 
ください。 ( 「171な横•を入れ ■! の I 燃焼空気取乂□(給 
荒フィルター)①巧除 I 参照） 

ご使用中は必ず1時間に1〜2回換気してください。 


♦不完を燃焼通知機能びはた5いた時は、上記処置をお 
こなったを、要源プラグを差し直してから、再点义して 
ください。処垣をしても繰り返し作動ずるときは、お買 
い巧めの販売店まで r デジタル表お J (エラー表示） 
などをご連絡ください。 


♦再点乂防止機能がはたらいたとをは、お客様では処面 
できません。運おスイッチを「切」にしてお質い求め 
の販売店まで「デジタル表巧」（エラー表示）などをご 
連絡ください。 _ 


ストーブの周囲の障害物を取り除いてください。 


♦里源プラグを入れ直してください。 

参空気系統の巧障です。お買い求めの販売店まで「デジ 
_タル表を J (エラー表示）などをご連絡ください。 

•「運乾スイッチ」を巧して「切」にし、チャイルド□ック 
を解除してください。 

C 個使し、かた J のをャイ山ドロック迎逆担割を_ 

• r 運乾スイッチ J を巧して r 切 J にし、タイマー運鼠時 
刻を設定してください。 

C r 固使いかた J の L タイマ—建 P のしびに!参照) 

•打油を給油してから、再点义操作をしてください。 

•油タンクを戻してか5再点义操作をしてください。 

•再点义操作をしてください。 

♦泻点义操作をして < ださい。 

•約日分をに自動のに通常運聞にちどります。 

♦操作部のいずれかのボタンを押して < ださい。 

•お買い求めの販売店まで r デジタル表示」（エラー表を） 
などをご連経ください。 






















哥故障.異常の見分けかたと処置方法 


故障かなと思ったときに 


'、.、、、、、.、.' 現象 
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点 

滅 

処置方法 

電源プラグをコンセン 
卜に差し込んでいない 

〇 











〇 


電源プラグをコンセン 
卜に差し込む 

停電した 

〇 








〇 



〇 


停電復帰後、再点火操 
作をずる 

対麗自動消乂装置が 
作動した 









〇 

£-5 





再点义操作をずる 

油夏けに水が入った 


〇 




〇 



〇 





油タンクと油受け内 
の水を取り陈く 

油受けざ 5 に水が入っ 
た 









〇 





市販の給油ポンプで 
水湿入の灯油をしつ 
かり抜く 

燃焼空気取入 □ (給気 
フイルター）の目づま 
D 



〇 


〇 



〇 

〇 
い占 





燃焼空気取入 □ (給気 
フィルター）を掃除す 
る 

油タンクに阿油がない 


〇 




〇 



〇 





巧油を入れる 

な油が油タンクの出 
し入れでこぼれた 








〇 


〇 




こぼれたホ了油をきれ 
いにふき取る 

換気不良 







〇 


〇 





部屋の巧分な換気をずる 

変質灯油や不純灯油 
を使った 



〇 

〇 

〇 



〇 



〇 



変質な油や不純な油 
を良質なな油に入れ 
かえる 

販売店にご相談<ださい 

省電力機能が作動し 
た 












〇 


操作部のいずれかの 
ボタンを押す 

給油□□金を間違え 
た 






〇 








正しい給油□□金を 
取り付ける 

ス 1 ブ周囲の温度 
び異常に上昇した 













〇 

ストーブ周固の温度を 
確認ずる 

販売店にごホ目談ください 

不完全燃焼通知機能 
が作動した 









〇 

瞧. 

m 3 





燃焼空気お入 □ (給気 
フィルター)を掃除する 
部屋の充分な換気をする 
電源プラグを差し ii してください 

再点义抗止機旨目が作 
動した 









為、 





，眼売店にご相談ください 

気密油タンクの給油時 
t 消义装置び作動した 


_1 




〇 



〇 





油タンクを本体にもど 
して再点义操作をずる J 


•表中の f 表示は、「デジタル表示」（エラー表示)を示します。 

•処置をおこなっても改善されない場合や、原因が特定できない場合や、該当する現象げ 
ない場合は、お買い求めの販売店までご連絡ください。 






















10 部品交換のしかた 


部品交換のときの注意 


♦部品交換や修理をお受けになる場をは、お買い求めの販売店か、（財）日本石油 
燃焼機器保守協会でおこなう巧術管理講習会修了ち（石油機器技術管理±) 
などのいる販売店で修理されることをおずすめします。 

•不完全な修理は危険です。 

•故障したをのは使わないで<ださい。 


•短時間に消耗する部品は特にありませんが、交換部品び必要な場含は、お買い* 
めになった販売店にご相談ください。 （ r 1141ァフターヴービス」の I 補修用性能 

部晶について 1 参照） 

•インターネットでの部品購入は、 http :// toyotomi . shop 1 4. makeshop . jp / 
をご覧ください。 

•部品は必ずトヨト S 純正部品(指定された部品)をご使用ください。 

•部品を交換ずるとさは、ストーブを消火し、ス I -ーブの温度が充分に下がっ 
てから、電源プラグをコンセントか5抜いておこなつてください。 


111保管（長期間使用しない場合) 


•ス I -ーブを保管する場をは、「回点検•手入れ」の項を参照して、ストーブの 
手入れをしてから保管してください。また、破損している箇所は修理をして 
から保管してください。 

•格納.保管場所は、湿気’火気-高温などの悪い影響のおよびにくい所であっ 
て、しかをストープの上には重量物をのせたり、人げのったりしないよう配 
__慮してください。_ 

1ストーブを消乂し、ストーブの温度が充分下がってか！5、電源プラグをコン 

セントか S 抜<。 

2 燃焼空気取入 □ (給気フィルター）、温風空気取入口、温風吹出 □ (ルーバー）、 

電源プラグに付着したほこりやミちれを掃除してください。 

•燃焼空気取入□(給気フィルター)はをなどで这\ くのはおやめください。 

かえって目づまりします。 

3 油タンク、油受けざ5内の灯油、ごみ、水気を取り出す。 

•油タンク、油受けざらに水やごみげ残ったまま保管すると、鐘や穴あきの原因に 
なりまず。 

4 ス I -ーブの表面をよくふいて、ミちれを取る。 

•固くしぼった濡れ雑巾や、薄めた中性洗剤液で汚れを取り、乾いた布で水気を 
ふき取ってください。（シンナー、ベンジンなどでは所かないでください。） 

5 包装箱に入れて保管する。 

•湿気のかない所に保管してください。 

•傾けたり、横にして保管しないで<ださい。抜けされなかった口油び漏れること 
びあ0ます。 

•取扱説明書-保証書を必ず保管してください。 


121廃棄するとき 


「171点検.手入れ」の 画タンク、油受けざ5 の掃晚 を参照して、油タンク、油 
受けざら内のに[油を损き取ってか b 廃棄してください。 




咱仕様 


f 型式の呼び 

LC - L 36 A 

LC - L 43 A 

LC - L 53 A 1 

種 類 

ポット式 • 強制通気お • 強制对流形 

点乂ち式 

電気点火 

使用燃料 

丹油 （ J に1号） 

燃料消費量 

最大 

3.日日 kW (0.3 日日 L / h ) 

4.2 日 kW (日. 413 L / h ) 

日.巧 kW (0.51 日 L / h ) 

最ル 

1.02 k \ A /(0.099 L / h ) 

].02 kW (日.日目日 L / h ) 

].41 kW (日. 137 L / h ) 

暖房出力 

最大 

3.目日 kW 

4.2 日 kW 

己.2日 kW 

最ル 

1.02 I<W 

1.02 kW 

1.41 kW 

油タンク容量 

7.0 L 

燃焼継続時間 

2日.日時間 

_ (最大燃焼時） 

1目.9時間 
(最大燃焼時） 

] 3.7 時間 
(最大燃焼時） 

外形寸法 

高さ 437 mm 
幅43日 mm 
興行31日 mm 
(置台を含む） 

高さ44日 mm 
幅日日 0 mm 
奥行327.日 mm 
(置台を含む） 

質 量 

11.0 kg 

12.7 k 旨 

電源電圧及び周波数 

1日日 V •日日/目 OHz 

定 格 

消費電力 

点火時32日/32日 W 待機時日.8/日. 7 W 
最大9日日/9日 0 W (点火初期に短時間発生） 

燃焼時21/2日 W 

燃焼時22/2日 W 

燃焼時2日/ 23 W 

騒音値（正面）※ 

最大燃焼時 37 C 1 巨 
最ル燃焼時の d 目 

最大燃焼時38服 
最ル燃焼時 23 ci 目 

最大燃焼時 38 dB 
最ル燃焼時 24 cl 日 

電流ヒューズ 

4 A 

安全装置 

V_ 

巧震自動消火装置、点火安全装置、燃焼制御装置、 

過熱防止装置 （90 む）、停電安全装置、 

不完全燃焼防止装置（フレーム□ッド A ， ノ（ーナーヴー5スタち式）、 

消し忘れ消火装置、気密油タンクの給油時消火装置 J 


※騒音値の数値は JIS 測定ち法 US S 303 1) に基づく正面値です。 


飯な間因 • 

( LC - L 日 3 A のみ) 













































巧アフターサービス 


保記について 


•添付しております保証書は販売店で所定事項を記入してお渡ししまずので、記載內容 
をご確認のうえ大切に保管してください。 

•保証期間はお買い求めの日より3年間です。 


修理を依頼ずるとき 


♦「间1故障.異常の見分けかたと処置方法」に従って、処置をおこなってください。置 
らないとさは、使用を中止し、必ず電源プラグをコンセントから抜いて、お買い求め 
の販売店に修理を依頼してください。 

♦ご連絡いたださたい内容は次の通りです。 

①品名…石油ファンヒーター(強制通気形開放式石油ス I ブ） 

® 型式の呼び…（例） LC - L 36 A 
@お買いずめ年月曰 
® 故障の状況(できるだけ具体的に） 

⑤おなまえ*おところ-電話番号 

•修理に際しましては保証書をご提示<ださい。保証書の規定に従って、販売店が修理 
させていたださます。 

•保証期間が過ぎていてち、修理すれば使用でさる場合には、ご希望により有料で修理 
させていただをます。 

•修理料金は、技術料、部品代、出張料などで構成されています。 


この取扱説明書とストーブに表示されている禁止事項.ま意事項及び通常使用 
に反して使用された場含の故障、事故は保証いたしません。 


補修用性能部品について 


参石油ファンヒータ_の補修用性能部品の保有期間は製造巧切り後日年です。 
•補修巧性能部品とは、ストーブの機能を維持するために必要な部品です。 


消耗-努化する部品 


•使用期間により、交換•メンテナンスげ必要な部品… 

送油ノズルパッキン、点乂ヒーターパッキン、ク□スマット、燃焼リング、フレーム 
□ッド、給油□□金、油受け 

•変寶 I 灯油、不純巧油の使用で劣化しやずい部品…電磁ポンプ、ク□スマット 
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画アフターサービス 

串石居される場合 

•本機は電源周波数日日、6日 Hz とわ同一仕様です。 

•電源周波数の異なった地域への転居でわそのままお使いいただけますが、高地への転 
居、高地か b の転居は再調整び必要でずのでおおくの I お客様相談窓口一 量 1( 別紙参 
照)までご相談ください。 


A 注意 

L ’ 

故障-破損した 6 使用しないでください。不完全な修理 
や改造は、を険です。 

分解禁止ィ 


r ! 

A 注意 

修理、引越しなどでストーブを運搬されるときは、必ず 
油タンク、油受けざ 6 のな油を抜いてください。運搬の mm 

途中に灯油がこぼれ、周囲をミちずおそれびありまず。 ^ 


故障- f 度理の際の連絡先 


アフターサービスについてご不明な点は、お買いホめの販売店、または、 r お客様相談窓 
□一覧](別紙参照)までお問い含わせください。 


愛情点検 


口 


♦長年ご使用の石油フアンヒーターの点検を! 



•油漏れずる。 

ご使巧の際 

♦燃焼中強いにおいがずる。 

このよラなことは 

♦災が異常に黄色い。 

ありませんか 

•予熱時間が異常に長い。 


•運転中異常な音がずる。 


:•その他の異常•故障がある。 



参石油フアンヒーターの補修 
用性能部品の保ち期間は、 
製造巧切り後日年です。 



故障や事故防止の 


ため、コンセント 

ご使用 

か5電源プラグを 

中止 

巧いて、必ず販売 


店に点横-修理を 


ご依頼ください。 


お客様へ…おぼえのために記入されると便利でず。 


型 式 


お買いホめ年月曰 

年月日 

お買い求め店名 

^_ 

(電話番号） （ ） 一 

_ J 


株式会社 1 - 31 -吉 

ホームぺージ http://www.toyotomi.jp 

本社： 干4巨7-日8已已 

名ち屋巿瑞穂区桃園町己番17号 
フ U — コール 0120-1 04-1 54 
TEL <052)822-1 144 
FAX 〈日己2〉 822-2742 












